
災害時の活用など多様な課題を解決 
   するための「自転車整備」支援事業 

 災害時の移動手段としても有益な、自転車の安全整備を都民に促すとともに、 
 災害発生時の自転車使用の留意点や自転車の安全使用を普及啓発し、子どもや 
 子育て世代、高齢者の安全な活動などにも繋げる 

自転車の 
安全整備 

発災時の留意点・ 
自転車の安全利用 

1.2 億円程度 

災害時も安全に利用できる自転車
があれば移動手段が確保できる 



 〇 自転車点検整備の推進と自転車の安全利用についての普及啓発等の取組を支援 
 
 ・ 自転車点検整備（TSマーク等）の推進と、発災時の自転車使用の留意点など 
   についての普及啓発に取り組む区市町村を支援 
 
 ※ TSマークとは、自転車安全整備士が点検整備（費用は1,000円～2,000円程度） 
   した自転車に貼付され、1年間の傷害保険・賠償責任保険が付帯する 

 〇 自転車の安全性の向上や自転車使用の促進が図られ、都民の災害時の移動手段の 
   確保に加え、子どもや子育て世代、高齢者の安全な活動などに繋がることが期待 

事業内容の詳細 

事業実施による効果 
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